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マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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〈
答
え
〉〈
太
る
の
は
絶
対
ダ
メ
〉

　

で
も
仕
方
が
な
い
で
す
よ
ね
。
カ
ロ
リ

ー
計
算
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
、
成
人
男
性
は
、
１
日

３
５
０
０
〜
４
０
０
０
歩
、
専
業
主
婦
で

６
０
０
０
歩
が
平
均
歩
数
と
な
り
ま
す
。

小
学
生
１
万
８
０
０
０
〜
２
万
歩
、
ダ
ウ

ン
症
児
が
３
０
０
０
歩
、
ど
ん
な
に
多
動

な
自
閉
症
児
で
も
７
０
０
０
歩
で
す
。
多

動
で
困
っ
て
い
て
も
、
決
ま
っ
た
パ
タ
ー

ン
で
し
か
動
い
て
い
な
い
の
で
、
効
果
的

な
運
動
は
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
成
長

期
で
太
る
の
は
、
皮
下
脂
肪
も
つ
き
ま
す

が
、
筋
肉
の
繊
維
の
間
に
脂
肪
が
つ
き
や

す
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
食
べ
す
ぎ
は
良

く
な
い
の
で
す
。

〈
身
体
を
つ
か
い
ま
し
ょ
う
〉

　

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
良
い
運
動
に
な
り

ま
せ
ん
。
バ
ン
ザ
イ
の
姿
勢
、
手
を
上
に

し
っ
か
り
上
げ
る
運
動
が
大
切
で
す
。
手

を
し
っ
か
り
上
げ
ら
れ
な
い
と
、
姿
勢
は

よ
く
な
ら
な
い
し
、安
定
し
て
き
ま
せ
ん
。

手
を
上
げ
て
い
る
間
は
、
お
腹
と
背
中
が

し
っ
か
り
緊
張
し
て
ウ
エ
ス
ト
を
締
め
て

い
ま
す
。
筋
肉
を
し
っ
か
り
し
め
て
、
し

か
も
背
骨
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
く
れ
ま

す
。

　

手
を
し
っ
か
り
上
げ
る
と
、
骨
盤
が
自

然
に
前
に
出
て
腰
が
曲
っ
た
の
が
伸
び
ま

す
。
そ
う
す
る
と
重
心
が
前
に
移
り
、
ア

キ
レ
ス
筋
が
し
っ
か
り
伸
び
ま
す
。

　

腕
が
下
が
っ
て
い
る
時
は
、
肩
甲
骨
は

ま
っ
た
く
動
き
ま
せ
ん
。
腕
を
90
度
以
上

あ
げ
る
と
肩
甲
骨
が
上
が
り
ま
す
。
上
げ

て
い
る
間
は
骨
盤
と
肩
甲
骨
の
間
が
し
っ

か
り
伸
び
ま
す
。
自
分
の
力
で
手
を
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
を
引
っ
張
る
、

成
長
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、「
手
を
上
に
上
げ
て
」
と
言
っ

て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
。
ボ

ー
ル
を
投
げ
る
時
は
た
い
て
い
両
手
で
下

か
ら
上
に
投
げ
る
格
好
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
頭
の
上
か
ら
投
げ
る
よ
う
に
、
大
人

が
見
本
を
見
せ
て
や
っ
て
あ
げ
ま
す
。
最

初
は
下
手
で
も
だ
ん
だ
ん
で
き
る
よ
う
に

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

に
ク
リ
ー
ナ
ー
を
吹
き
か
け
て
触
ら
せ
る

な
ど
、
高
い
所
に
手
を
伸
ば
す
動
き
を
日

常
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
良
い
で
す

ね
。

　

そ
れ
で
も
手
を
上
に
上
げ
て
く
れ
な
い

場
合
は
、
筋
肉
は
自
分
で
使
わ
な
い
と
筋

力
が
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
が

挙
げ
て
あ
げ
て
も
良
い
で
す
。

　

子
ど
も
を
壁
に
向
か
い
合
わ
せ
に
立
た

せ
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
後
ろ
か
ら
手
を
上

げ
て
あ
げ
て
、
手
の
平
を
広
げ
て
壁
に
触

ら
せ
ま
す
。
そ
し
て
手
を
離
し
ま
す
。
す

る
と
手
は
下
に
落
ち
ま
す
。

　

で
も
お
母
さ
ん
が
手
を
離
し
た
間
、
瞬

間
的
に
筋
肉
が
緊
張
し
ま
す
。
落
ち
な
い

よ
う
に
全
身
が
協
力
す
る
の
で
す
。
こ
れ

は
反
射
的
に
で
き
ま
す
。

　

よ
く
、
鉄
棒
が
良
い
か
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
鉄
棒
は
引
く
力
な
の
で
違
い
ま
す
。

　

手
を
上
げ
る
動
き
が
ど
う
し
て
も
で
き

な
い
子
は
、
よ
つ
ば
い
、
腹
ば
い
で
も
良

い
で
す
。
寝
返
り
ご
ろ
ご
ろ
で
も
良
い
で

す
。
ご
ろ
ご
ろ
す
る
と
ね
じ
る
動
き
が
入

る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。

「青野浩美コンサート」 

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
）

重
度
の
知
的
障
害
の
女
の
子
で
す
�
最
近
体
が
大
き
く
な
�
て
き
た
み
た
い

�
太
り
す
ぎ
も
心
配
で
す
�
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
で
す
か
�

�
長
谷
川
元
Ｏ
Ｔ
の
研
修
会
か
ら
�

こんなとき
どうするの

サポート研
（ＮＰＯ法人 全国障害者生活支援研究会）
ＪＯＩＮＴＰＲＯＪＥＣＴ２０１０

   日時　２０１０年６月　26日（土）
 　　　13時 30分開場　14時 00分開演
 場所　横浜ラポールシアター（新横浜駅から徒歩）
 会費　１２００円（前売１０００円）小学生以下無料　「医療
的ケアおーぷんねっとわーく＊神奈川」と「フュージョンコム
かながわ・県肢体不自由児協会」の共催。お問い合わせは同
協会の事務局電話０４５（３１１）８７４２、ファクス０４５
（３２４）８９８５。
　彼女は大学で声楽を学び、ソプラノ歌手として次のステップ
を目指 している矢先に、原因不明の難病になり、一時は全身
が動かなくなりました。懸命なリハや治療により車いすには
乗れるようになりま したが、夜間無呼吸になると言うことで、
気管切開に踏み切られました。歌手になる夢をあきらめ命を優
先した決断でした。
　しかし、２年前からコンサートを開始しました。気管切開を
してスピーチカニューレを装着、夜間は人工呼吸器を装着して
いる状況は変わりませんが、その歌声には心揺さぶられるもの
があります。夢をあきらめない彼女の想いに、聞く人の心が揺
さぶられます。
  http://homepage3.nifty.com/kazu-page/book/book-kanna.

～第６回 勉強会のお知らせ～
タイトル ： 伝えてる？伝わってる？人を支援すること
テーマ ： 支援の現場における、チームや組織の中での
人材育成
日 時 ： ２０１０年 ７月 ３日（土）
１３：３０～１６：３０（終了後、懇親会あります）
場 所 ： 港区立障害保健福祉センター ７F 会議室（浜松
　　　町駅または大門駅より徒歩１０分）
参加費 ： 会員・準会員：無料 非会員：５００円
申し込み ： ファックス または E-mail にて
ＦＡＸ：０４４－２７１－８７８８
メール：support-ken@forest.ocn.ne.jp

な
る
で
し
ょ

う
。

　

興
味
が
あ

れ
ば
ガ
ラ
ス

中野島和太鼓クラブ風　コン

サート『風舞―心ひとつに―』

主催：中野島和太鼓クラブ風
【後援】川崎市・川崎市教育委員会・朝
日新聞横浜総局 
●ゲスト出演　琉球國祭り太鼓神奈川支部
●友情出演　中野島親子太鼓「元気組」 

日時：2010 年７月 18 日（日）16：00
開演（15：30開場） 
場所：エポックなかはら　大ホール（JR
南武線　武蔵中原駅すぐ） 
料金：指定席 1500 円、自由席大人
1000 円小・中・高・障害者 500 円 
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書

　

口
か
ら
食
事
が
上
手
に
と
れ
な
い
た
め

に
管
を
通
し
て
栄
養
を
補
給
し
た
り
、
呼

吸
に
障
害
が
あ
っ
て
気
管
切
開
を
行
う
場

合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ケ
ア
を
退
院
後
自

宅
で
お
こ
な
う
場
合
を
医
療
的
ケ
ア
と
よ

び
、
多
く
の
場
合
家
族
の
み
が
医
療
的
ケ

ア
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
在
宅
療
養
生
活
を
よ
り

豊
か
に
す
る
た
め
に
学
校
や
施
設
に
通
っ

た
り
、
街
に
出
て
余
暇
を
過
ご
し
た
り
す

る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
地
域
生
活
を
享
受
す
る
た
め
に

家
族
以
外
の
者
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
の
実

施
支
援
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
16 

年
か
ら
17 
年
に
か
け
て
養
護
学

校
に
通
っ
て
い
る
吸
引
や
経
管
栄
養
と

い
っ
た
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
対
す
る
非
医
療
職
の
関
わ
り
や
、

在
宅
療
養
者
や
重
度
障
害
者
に
対
す
る
家

族
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
吸
引
行
為
な
ど

が
一
定
の
条
件
下
で
認
め
る
と
し
た
通
達

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
に
い
た
る
条
件

は
３
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
一 

つ
め
は

退
院
さ
せ
る
医
療
機
関
側
が
し
っ
か
り
と

在
宅
療
養
環
境
を
と
と
の
え
、
か
つ
家
族

以
外
の
ケ
ア
支
援
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

す
る
こ
と
。
二
つ
め
は
支
援
者
と
な
る
も

の
が
知
識
・
技
能
に
関
し
て
教
育
と
指
導

を
う
け
る
こ
と
。
三 

つ
め
は
実
施
に
際

し
て
ケ
ア
を
受
け
る
人
と
ケ
ア
を
実
施
す

る
人
と
の
間
で
同
意
書
を
交
わ
す
こ
と
で

す
。
本
研
修
は
二
つ
め
の
条
件
の
内
、
実

施
が
困
難
で
あ
る
た
め
こ
の
通
達
の
実
効

性
が
進
ま
な
い
原
因
と
さ
れ
て
い
た
「
知

識
と
技
能
に
関
す
る
教
育
」
の
基
礎
部
分

を
受
け
持
つ
も
の
で
す
。
研
修
を
う
け
る

こ
と
に
よ
り
、
修
了
生
が
各
自
の
活
動
場

面
で
利
用
者
・
医
療
職
と
連
携
を
と
る
こ

と
に
よ
り
「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
状
態

の
方
が
充
実
し
た
地
域
生
活
を
営
む
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
障
が
い

児
者
の
在
宅
率
が
高
い
こ
の
神
奈
川
が
発

信
者
と
な
っ
て
、
地
域
支
援
の
礎
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
文
責 

担
当
理
事 

江
川
文
誠
）

【
対
象
者
】
１ 

医
療
的
ケ
ア
に
現
在
関

わ
っ
て
い
る
か
、今
後
予
定
し
て
い
る
方
。

２ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
医
療
的
ケ
ア
の
あ

る
方
に
関
わ
っ
て
い
る
方
。
３ 

具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
困
っ
て

い
る
方
。

【
Ａ
研
修
】
定
員
70
名
、
内 

容 

解
剖
学
・

病
態
生
理
学
・
看
護
知
識
・
実
技
・
ほ
か

会
場
：
第
１
日 

神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館

（
市
営
地
下
鉄
伊
勢
佐
木
長
者
町
下
車
徒
歩

３
分 

）
第
２
日 

ソ
レ
イ
ユ
川
崎
（
小
田
急

新
百
合
ヶ
丘
か
ら
タ
ク
シ
ー
配
車
予
定
）

受
講
料
５
０
０
０ 

円
（
資
料
代
込
）

【
日 

程
】
２
０
１
０
年
７
月
24
日

（
土
） 

10
：
00
〜
17
：
00 

頃 

全
体
講
義

（
１
７
０
名
）２
０
１
０
年
７
月
25
日（
日
） 

10
：
00
〜
17
：
00 

頃 

実
技
指
導

【
研
修
内
容
】（
１ 

日
目
）
10
：
00
〜
17
：

00 

頃 

全
体
講
義
の
参
加
も
可
能
で
す
。

【
内
容
】
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
の
在

宅
生
活

・
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
方
の
在
宅
生
活
か
ら
・ 

さ
く

ら
モ
デ
ル
に
よ
る
支
援
シ
ス
テ
ム

川
口
有
美
子
さ
ん
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｍ
Ｎ
Ｄ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
会
）

食
べ
る
こ
と
に
か
か
わ
る
仕
組
み
と
働
き

と
病
気

・ 
食
べ
物
の
通
り
道
・ 

摂
食
の
７
段
階
・

嚥
下
の
仕
組
み
、
誤
嚥
の
仕
組
み
・
嚥
下

訓
練
・
嚥
下
障
害
へ
の
対
応

江
川
文
誠
先
生
（
ソ
レ
イ
ユ
川
崎
）

息
を
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
仕
組
み
と
働

き
と
病
気

・ 

空
気
の
通
り
道
・
外
呼
吸
と
内
呼
吸
・

息
を
吸
う
た
め
の
筋
肉
と
胸
郭
の
動
き
・

閉
塞
性
呼
吸
障
害
と
拘
束
性
呼
吸
障
害
・

呼
吸
障
害
へ
の
対
応

細
田
の
ぞ
み
先
生
（
相
模
原
療
育
園
）

ケ
ア
の
基
準

・ 

ぜ
こ
ぜ
こ
解
消
法
・
吸
引
法
の
原
理
ケ

ア
の
手
順
・
吸
引
方
の
実
際
・
経
管
栄
養

の
見
守
り
方

島
田
珠
美
さ
ん
（
川
崎
大
師
訪
問
看
護
セ

ン
タ
ー
）

ケ
ア
の
法
的
位
置
づ
け

・ 

厚
生
労
働
省
通
達
に
よ
る
ケ
ア
実
施
の

位
置
づ
け
・
手
続
き
説
明
（
同
意
書
の
作

り
方)

・
医
療
機
関
と
の
関
係
を
ど
う
と

る
か

下
川
和
洋
先
生
（
都
立
八
王
子
東
特
別
支

援
学
校
）
予
定

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

コ
ム
か
な
が
わ
・
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

〒221-0844 

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡

４
番
地
２ 

神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館
内

fax 045

（324

）8985 

℡ 045-

（311

）

8742
E-m
ail

：jim
ukyoku@

kenshikyou.jp

担
当 

白
岩
、
松
田

詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.kenshikyou.jp/index.

htm

　

２
０
０
９
年
９
月
民
主
党
政
権
成
立

後
、
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
立
支
援

法
の
廃
止
を
約
束
し
、
２
０
１
０
年
１
月

か
ら
、
障
害
者
制
度
推
進
本
部
の
下
、
障

害
者
制
度
推
進
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

障
害
者
と
そ
の
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
た

こ
の
会
議
で
、
多
方
面
に
わ
た
る
論
議
が

速
い
速
度
で
重
ね
ら
れ
、
６
月
７
日
に
開

催
さ
れ
た
第
13
回
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
で
は
、「
障
害
者
制
度
改
革
の
推

進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
」（
第
一
次

意
見
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
的
考
え
は
「
は
じ
め
に
」 「
Ⅰ

我
が
国
の
障
害
者
施
策
の
経
緯
」 「
Ⅱ
障

害
者
制
度
改
革
の
基
本
的
考
え
方
」 「
Ⅲ

障
害
者
制
度
改
革
の
基
本
的
方
向
と
今
後

の
進
め
方
」
の
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
推
進
会
議
で
は
「
第
一
次

意
見
を
元
に
、
平
成
22
年
秋
か
ら
年
末
を

目
途
に
、
制
度
改
革
の
重
要
方
針
に
関
す

る
第
二
次
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
」と
し
、

障
害
の
定
義
な
ど
の
議
論
の
一
定
の
整
理

を
行
な
っ
た
上
で
、
重
点
課
題
と
し
て
、

①
障
害
者
基
本
法
の
抜
本
的
改
正
、
②
差

別
禁
止
法
の
制
定
、
③
障
が
い
者
総
合
福

祉
法
の
策
定
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の

基
本
的
な
方
向
」（
第
一
次
意
見
）
個
別

分
野
の
中
の
「
障
害
児
支
援
」
の
項
目
の

み
紹
介
し
ま
す
。

〈
自
立
支
援
法
「
改
正
」
法
案
廃
案
に
〉

　

こ
の
間
、
国
会
で
は
び
っ
く
り
す
る
こ

と
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
国

会
で
は
、
自
立
支
援
法
を
め
ぐ
る
別
の
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
「
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま

で
の
間
、
障
害
者
の
地
域
移
行
等
を
進
め

る
た
め
の
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
、
与
党
案
と

自
・
公
案
を
一
本
化
し
た
法
案
と
し
て
委

員
長
提
案
さ
れ
、
同
日
可
決
。
６
月
１
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
採
択
さ
れ
て
参
議
院

に
送
付
。
６
月
２
日
の
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
75
分
間
の
審
議
で
可
決
し
、
参

議
院
本
会
議
で
の
可
決
・
成
立
を
待
つ
ば

か
り
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
首
相
交
代
に
よ
る
政
局
の
動
き
が
あ

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
の
報
告

※「基本的考え方」の全文は内閣府ホームページに掲載されています。
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/s_kaigi/k_14/pdf/s1.pdf

５）障害児支援
（推進会議の問題認識）
　障害児は、一人の子どもとして尊重され、すべての人権、基本的自由を
享受しているという観点から、障害児の最善の利益を考慮した施策が講じ
られる必要がある。

【障害児やその保護者に対する相談支援】
　相談支援については、障害児の出生直後又は「気になる」・「育てにくい」
段階から、医療及び福祉関係者からの適切な情報提供、心理的サポートが
不足しており、障害児を含め、その家族に対する十分な支援が提供されて
いない。このような現状を改善するため、以下を実施すべきである。
・子どもの障害について、地域の身近なところで第一次的に相談対応を行
い、必要に応じて適切な専門機関へとつなぐ仕組みを構築する。
・障害児及びその保護者に対する相談や療育等の支援が、障害の種別・特
性に応じた言語環境により、かつ地域の身近なところで提供されるよう必
要な措置を講ずる。
　障害の専門機関の者が地域に出向き、保健センターや地域子育て拠点に
おける保健師、保育士等と連携した効果的な相談支援を提供できるよう、
必要な措置を講ずる。
・障害児支援においては、家族（特に母親）に過大な負担を強いる現状を
充分に配慮し、家族の負担を減らすための具体的な施策を講ずる。

【児童福祉における障害児支援の位置付け】
障害児支援は、早期に必要な専門的支援が求められる反面、その支援が障
害児のみに注目した形でのサービス提供になりがちであるた
め、その家族への支援や地域社会との関係が置き去りになっている場合が
ある。また、障害の軽減のみが重視されがちであり、そのことが本人の障
害に対する否定的な認識を助長してしまうという問題もある。
このような現状を改善するため、障害児支援については、家族への子育て
支援や地域において一般児童と共に育ち合うことが保障されるよう、一般
の児童福祉施策の中で講じられるようにすべきである。【厚生労働省】

（政府に求める今後の取組に関する意見）
○ 障害児やその保護者に対する相談や療育等の支援が地域の身近なとこ
ろで、利用しやすい形で提供されるようにするため、現状の相談支援体制
の改善に向けた具体的方策について、総合福祉部会における議論との整合
性を図りつつ検討し、平成 23 年内にその結論を得る。
○ 障害児に対する支援が、一般施策を踏まえつつ、適切に講じられるよ
うにするための具体的方策について、総合福祉部会における議論との整合
性を図りつつ検討し、平成 23 年内にその結論を得る。

る
中
、
次
々

と
案
件
が
提

出
さ
れ
た
結

果
、
本
会
議

が
開
催
さ
れ

な
い
こ
と
が

決
定
。
今
回

の
自
立
支
援

法
「
改
正
」

法
案
は
実
質

的
に
廃
案
と

な
り
ま
し

た
。
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6３

　

総
会
に
向
け
て
「
療
ね
」
10
周
年
記
念
の
写
真

整
理
や
ニ
ュ
ー
ス
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
か
つ
て
私
が
南
部

「
療
ね
」
の
準
備
会
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
時
の
書
面
が
約
10
年
前
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
途
中
で
レ
ス
パ
イ
ト

の
協
力
を
求
め
ら
れ
て
、「
ポ
ト
フ
の
会
」
と
し

て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
「
療

ね
」
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
月

１
回
の
レ
ス
パ
イ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
川
崎
看

護
短
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
長
い
お
付

き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
、
卒
業
後
も
看
護
師
に
な

っ
て
時
間
が
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
に
参
加
し
て
く

れ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
生
も
最
初
は
18

歳
だ
っ
た
の
が
、「
今
い
く
つ
に
な
っ
た
ん
だ
っ

け
」
と
聞
く
と
「
や
だ
、
も
う
26
で
す
よ
〜
」
と

い
わ
れ
て
月
日
の
経
つ
早
さ
に
、
少
し
た
め
息
が

出
た
り
し
ま
す
。
こ
の
10
年
で
何
が
出
来
た
の
だ

ろ
う
？
と
振
り
返
る
と
、
若
い
世
代
に
何
を
残
せ

た
か
、
と
い
う
こ
と
を
最
近
つ
く
づ
く
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
の
関
わ

る
場
を
提
供
し
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

ま
だ
に
続
く
若
い
人
た
ち
と
の
関
係
に
感
謝
し
つ

つ
、
そ
の
源
に
あ
る
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
力
に

改
め
て
敬
意
を
表
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（

山
崎
）

■
編
集
後
記
■
■
■

ま
っ
た
の
で
す
。
初
め
は
、
あ
れ
ぇ
、
首
を

寝
違
え
た
か
な
ぁ
？
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
全
然
痛
み
が

取
れ
ま
せ
ん
。
痛
い
所
が
、
頭
か
首
か
分

か
ら
な
い
部
分
が
痛
い
為
、
偏
頭
痛
な
の
か

ぁ
？
と
も
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
長

す
ぎ
ま
す
。

　

訓
練
の
先
生
に
話
す
と
、
た
ぶ
ん
首
だ
ろ

う
と
は
っ
き
り
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
い
ま
い
ち

確
信
が
持
て
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

訓
練
で
首
だ
と
確
信
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
生
に
触
ら
れ
た
部
分
が
、
ま
さ
に
そ
こ
！

だ
っ
た
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
の

か
ぁ
ー
。
こ
れ
か
ら
こ
の
痛
み
と
付
き
合
っ

て
行
く
の
だ
ぁ
と
、改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
だ
私
、
30
な
の
に
・
・
・
・
・
・
。
ま
っ
、

そ
ん
な
事
を
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
す

よ
ね
。

　

今
は
痛
み
が
少
し
治
ま
り
ま
し
た
が
、
ま

た
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
と
り
あ
え
ず
、
上

手
く
付
き
合
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

                      　
　
　

鈴
木
明
日
香　

　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

私
の
体
に
も
、
新
た
な
問
題
が
出
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
首
で
す
。
私
の
場
合
、

ど
う
し
て
も
首
を
使
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
た
め
、昔
か
ら
訓
練
の
先
生
に「
将

来
的
に
絶
対
痛
み
が
出
て
く
る
か
ら
気
を

つ
け
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
を

迎
え
て
か
ら
、
何
度
か
首
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

は
撮
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。

　

と
い
う
訳
で
、
い
つ
か
は
痛
み
に
悩
ま

さ
れ
る
日
が
来
る
ん
だ
と
い
う
の
は
分
か

っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
年
前
に
初
め
て
首
の
痛
み
を
感
じ
ま

し
た
。
遂
に
来
た
か
！
と
思
い
、
こ
ん
な

早
く
来
る
な
ん
て
と
ち
ょ
っ
と
へ
こ
ん
だ

気
が
し
ま
す
。
私
の
中
で
、
こ
ん
な
に
早

く
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
い
く
ら
周
り
か
ら
言
わ
れ
て
も
、
頭

で
理
解
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
私
に

来
る
の
は
も
っ
と
先
の
事
だ
ろ
う
と
、
甘

く
考
え
て
い
ま
し
た
。
一
応
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
り
骨
に
異
常
は
な
く
、
訓
練
で
も

触
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、
一
週
間

程
で
痛
み
は
消
え
ま
し
た
。
あ
ぁ
、
良
か

っ
た
と
思
っ
た
と
同
時
に
、
痛
か
っ
た
事

な
ど
忘
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
不

思
議
で
す
よ
ね
。

　

４
月
中
旬
、
ま
た
首
の
痛
み
が
来
て
し

療ね
事務局便り

10
周
年
記
念
小
誌
を
作
り
ま
し
た

　

Ａ
５
版
60
ペ
ー
ジ
で
す
。

第
１
章　

療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎

が
で
き
る
ま
で

　

療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
は
、
重

い
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
会
（
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
医
療
を
充
実
さ
せ
る

会
）
と
重
い
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の

地
域
生
活
を
考
え
る
会
（
川
崎
在
宅

療
育
を
考
え
る
会
）
が
、
川
崎
の
医

療
や
福
祉
、
教
育
を
何
と
か
し
よ
う

と
、
協
力
し
て
活
動
す
る
中
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。

第
２
章　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
療
育
ね
っ
と

わ
ー
く
川
崎
と
し
て
の
活
動
開
始

　

２
０
０
０
年
に
、
二
つ
の
会
は
、

一
つ
に
な
っ
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
中

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
活
動

と
、
ロ
ン
ド
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
二

つ
の
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

に
な
り
ま
し
た
。

第
３
章　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
サ
ポ
ー

ト
と

　

療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
の
出
発

は
、
日
本
の
障
害
者
福
祉
制
度
が
大

き
く
転
換
す
る
時
期
と
重
な
り
ま

す
。
支
援
費
制
度
に
始
ま
り
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
福
祉
制
度
に
振
り

落
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
精

い
っ
ぱ
い
と
い
う
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
職
員
が
辞
め
て
い
く
な
ど
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
母
さ

ん
や
当
事
者
の
願
い
を
広
げ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
、
今
困
っ
て
い
る
問
題

を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
、
二

つ
の
事
業
を
持
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

※
ご
希
望
の
方
は
、
ロ
ン
ド
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
郵
送
料
80
円
が
か
か
り
ま
す
。

　

５
月
は
、
第
３
水
曜
日
が
い
ろ
い
ろ
重

な
っ
て
い
た
た
め
、
10
日
に
変
更
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
13
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

話
し
合
い
の
内
容
は
、
総
会
の
担
当

と
進
行
次
第
、
夏
の
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー
を
大
学
・
高
校

へ
お
願
い
に
行
く
担
当
・
青
少
年
の
家
利

用
者
調
整
会
議
へ
行
く
担
当
を
決
め
ま
し

た
。

　

先
月
号
に
掲
載
が
あ
っ
た
、
松
澤
さ
ん

か
ら
の
『
通
所
の
場
所
を
作
り
た
い
』
と

い
う
お
話
が
あ
り
、
私
自
身
で
は
協
力
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
の
力
は
弱
い
け
ど
、
３
人
よ
れ
ば
、
文

殊
の
知
恵
と
い
う
よ
う
に
、
個
の
持
っ
て

い
る
も
の
が
集
ま
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
の
で
は
…
。　
　
　
　
（
佐
藤
）

　
『
高
等
部
卒
業
後
の
通
所
保
障
に
つ

い
て
』
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

　

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
通
所
の

場
所
を
作
り
た
い
」
の
提
案
を
も
と

に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

障
害
福
祉
課
の
方
と
の
懇
談
会
を
開

き
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ど
う

ぞ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
７
月
１
日
10
時
〜
12
時

場
所
：
麻
生
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

２
階

主
催
：
松
澤　
　
　

ヘ
ル
パ
ー
研
修
会
報
告

　

５
月
19
日
、長
谷
川
元
Ｏ
Ｔ
に
よ
る「
子

ど
も
の
体
の
動
か
し
方
」
に
つ
い
て
の
ヘ

ル
パ
ー
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ん
ぼ

う
を
利
用
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
に
も
ご

案
内
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
発
達
障
害
の
子
ど
も
た

ち
が
、身
体
の
使
い
方
が
う
ま
く
で
き
ず
、

姿
勢
を
安
定
さ
せ
ら
れ
な
い
不
快
感
か
ら

多
動
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
理
解
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
側
に
立
っ
た
支
援
の

あ
り
方
を
具
体
的
に
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
谷
川
先
生
の
研
修
会
は
、
２
回
目
も

企
画
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、「
障
害
の

あ
る
人
の
生
と
性
」
な
ど
の
研
修
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
ヘ
ル
パ
ー
以
外
の
方
、
療
育

ね
っ
と
の
会
員
さ
ん
以
外
の
方
も
ど
う
ぞ

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
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〈
10
周
年
に
、
一
言
…
当
日
欠
席
さ
れ
た
方

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
部
ご
紹
介
〉

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
感

謝
の
気
持
ち
は
尽
き
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
制
度
が
少
し

で
も
早
く
良
い
方
向
に
改
革
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。（
Ｙ
さ
ん
）

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
決
し
て
変
わ
ら

な
い
人
の
真
心
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｆ
さ
ん
）

　

今
後
の
検
討
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
時

流
に
合
っ
た
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
Ｔ

さ
ん
）

　

10
年
間
の
ロ
ン
ド
が
あ
る
か
ら
、
今
、
も

の
す
ご
く
た
の
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
!!
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
10
年
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
様
に
、
感
謝
感
謝
で
す
!!
（
Ｍ
さ
ん
）

　

子
育
て
に
忙
し
く
、
な
か
な
か
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
た
ロ
ン
ド
に
加
わ

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
ｋ

さ
ん
）

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
１
０
０
周
年
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
!!
い
つ
か
ご
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｏ
さ
ん
）

　

今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
と
障
害
者
と
そ
の

家
族
の
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｎ
さ
ん
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
子
ど
も
が
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
助
け

て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
ら
、
自
分
の
時
間
も

な
く
、
自
分
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
考

え
る
だ
け
で
恐
ろ
し
い
で
す
。
今
で
は
家
族

の
次
に
大
切
な
存
在
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
Ｆ
さ
ん
）

　

こ
の
10
年
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。（
Ｓ
さ
ん
）

　

息
子
も
養
護
学
校
を
卒
業
し
て　

10
年
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
成

長
を
見
守
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｉ
さ

ん
）

　

当
事
者
へ
の
地
域
生
活
支
援
を
始
め
て
10

年
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
に
〝
感
謝
〞
を
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
道
に
〝
弥
栄
〞
を
！　

お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
Ｉ
さ
ん
）

　

本
当
に
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
も
協
力
し
て
、

よ
り
よ
い
団
体
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｕ
さ
ん
）

　

障
が
い
者
に
、
社
会
へ
の
開
か
れ
た
道
を

歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
苦
労
を
思
い
な
が

ら
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
切
望
い
た
し
ま
す
。（
Ｏ

さ
ん
）

　

ロ
ン
ド
さ
ん
が
な
け
れ
ば
、
心
身
と
も
に

疲
れ
切
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
…

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
す
べ
て
を
受
け
と

め
、
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
姿
勢

に
感
謝
！
で
す
。（
Ｋ
さ
ん
）

　

ロ
ン
ド
さ
ん
に
は
、
緊
急
な
困
っ
た
時
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
助
か
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
ロ
ン
ド
の
活
動
を
長
く

続
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。（
Ｋ
さ
ん
）

　

こ
れ
か
ら
20
年
30
年
と
続
き
ま
す
よ
う
に

…
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
親
の
味
方
で
い
て
く

だ
さ
い
。（
Ｋ
さ
ん
）

　

10
年
の
歩
み
が
大
き
く
大
き
く
膨
ら
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
み
ん
な
の
力

が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。（
Ｋ
さ
ん
）

　

会
報
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
情
報
を

得
た
り
、
他
の
方
の
悩
み
も
相
談
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｓ
さ
ん
）

　

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
ろ
の
小
さ
な
会
場
で
の

小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
夏
の
家
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
音
楽
」
で
少
し

ず
つ
関
わ
ら
せ
た
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
Ｓ
さ
ん
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す
ご
い
で
す

ね
〜
。
規
模
も
大
き
い
し
…
利
用
者
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
い

つ
も
感
服
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｓ
さ
ん
）

　

小
学
生
の
時
か
ら
、
ロ
ン
ド
さ
ん
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
息
子
も
高
等

部
を
卒
業
し
ま
す
。
ロ
ン
ド
さ
ん
に
は
本
当

に
支
え
て
い
た
だ
き
、
親
子
と
も
ど
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｔ
さ
ん
）

　

も
う
10
年
な
ん
で
す
ね
。
ひ
ま
わ
り
荘
に

中
古
ジ
ャ
ー
や
マ
ッ
ト
等
運
ん
だ
こ
と
が
、

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
し
っ
か
り
企

業
事
業
に
な
り
、
あ
の
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

時
代
か
ら
は
、想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
親
は
年
と
り
、
ガ
タ
が
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｈ

さ
ん
）

　

子
ど
も
が
２
歳
の
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な

り
、
７
年
に
な
り
ま
す
。
幼
く
て
目
が
離
せ

ず
眠
れ
ず
、
心
身
と
も
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た

時
に
助
け
て
く
れ
た
ロ
ン
ド
さ
ん
に
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
!!
（
Ｍ
さ
ん
）

　

定
期
総
会
、
10
周
年
記
念
講
演
、
パ
ー

テ
ィ
ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
重
度
重

複
障
害
を
持
つ
子
（
24
歳
）
の
親
と
し
て
は
、

思
い
を
形
に
し
て
、
大
き
く
積
み
上
げ
て
こ

ら
れ
た
皆
様
方
の
パ
ワ
ー
の
凄
さ
、
川
崎
が

羨
ま
し
い
で
す
!!
（
Ｍ
さ
ん
）

　

ま
だ
、
10
年
と
い
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

い
く
ら
い
、
活
動
が
浸
透
し
、
私
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
こ
の
２
、３
年
の
活
動
の
広
が

り
に
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
10
年
、
ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。（
Ｍ
さ
ん
）

　

そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
療
育

ね
っ
と
わ
ー
く
が
あ
る
お
か
げ
で
、
と
て
も

助
か
っ
て
い
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
Ｍ
さ

ん
）

　

障
害
の
あ
る
子
の
親
と
し
て
、
皆
さ
ま
に

は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
10
年
前
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
場
所
も
な
く
て
。
今
そ
の
仕
事
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。（
Ｍ
さ
ん
）

　

い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
無
事
10
年
を
迎
え
ら
れ
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｙ
さ
ん
）

　

長
い
期
間
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

発
展
し
て
い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｈ

さ
ん
）

　

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し
た
。
み
な
さ

ん
に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。（
Ｓ

さ
ん
）

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
支
え
と
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
３
周
年
を
迎
え
た
「
こ
こ
わ
」
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誰
も
が
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。（
Ｔ
さ
ん
）

夏の家のお知らせ
　

第１３回夏の家を次の日程で開催します

　主催団体　夏の家実行委員会（今年から、この名称で３回開きます） 

実施日 募集人員　場所　川崎市青少年の家（宮崎台）参加費用（共通）

８月１日（日）～３日（水） 20 名（療育ねっとわーく川崎の会員） 

８月 13日（金）～ 15日（日）　20名（ハイキングクラブずんずんの方が中心）  

８月 22日（日）～ 24日（火）　20名（重症心身障害児を守る会の方が中心）二泊三日（全

日）15,000 円・一泊二日　8,000 円  

※各開催とも初日は 13：00 受付開始、最終日は 11:00 終了です。（開催中のイベントに

ついては計画中です。）

※参加資格◎療育ねっとわーくの会員、又は各主催団体の会員の方◎中学生以上の方で、

外泊経験のある方。

※外泊経験のないお子さんは環境変化について行けない事も多く、慣れないボランティア

さんが戸惑う場合もあり、実施上の安全面から考慮して制限させて頂きますので、悪しか

らず、ご了承ください。

※申込者多数の場合は、お断りすることがあります。

※ボランティアさんや、スタッフの集まりが悪い時は、募集人員の変更や中止とさせて頂

く場合があります。

【申し込み先】サポートセンターロンド　TEL044-930-0160　FAX044-930-0128　

【締め切り】　6月 30日（水）

新
規
事
業
企
画
案

①
ケ
ア
ホ
ー
ム
完
成
予
定
図(

２
０
１
１

年
３
月
入
居
予
定)

 

②
説
明
会
の
開
催

５
／
12(

水)

に
、
多
摩
市
民
館
で
ケ
ア

ホ
ー
ム
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
当
日
は
21
名
と
予
想
し
て
い
た

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
新
規
事

業
企
画
案

10
周
年
記
念

総
会
開
催

よ
り
も
多
く
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ケ
ア
ホ
ー
ム
に
至
っ
た

経
緯
、
場
所
、
定
員
、
対

象
者
、
居
室
、
費
用
負
担
、

設
備
、
生
活
面
、
体
験
室
、

ス
タ
ッ
フ
配
置
…
な
ど
、

一
般
的
な
説
明
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

勉
強
不
足
だ
っ
た
点
・

時
間
的
な
制
約
で
質
問
に

答
え
き
れ
な
か
っ
た
点
な

ど
あ
り
、
も
っ
と
み
な
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

れ
ば
よ
か
っ
た
と
不
完
全

燃
焼
感
は
残
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
今
で
き
る

限
り
は
尽
く
し
た
つ
も
り

で
す
。
居
住
の
場
と
い
う

こ
と
で
個
別
性
が
高
い
の

で
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

自
分
に
該
当
す
る
質
問
を

お
持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
足
り

な
い
分
は
こ
れ
か
ら
、
面

談
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
で

埋
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。


